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本研究では、この２つの側面から、UMLモデルを共

有、共同編集可能で、かつUMLモデルの特定モデル

要素に会話を関連付けて管理する、同期型分散共同モ

デリング支援システムLibra-on-Chatを開発する。本シ

ステムは、会話の内容を時系列に保存し、設計根拠と

して参照することもできる。 

1.はじめに 

ネットワーク技術の進展に伴い、企業の国際化が急

速に進んでいる。ソフトウェアの分散開発も一般的に

なってきた。しかし、ソフトウェアを分散環境下で共

同開発する場合、開発者間のインフォーマルコミュニ

ケーションの不足が共同開発を難しくしている[3]。特

に、要求分析や設計等の上流工程の作業はコミュニケ

ーション集約的な作業である。上流工程の作業成果は

ダイアグラムを用いて表現されることが多い。近年主

流になってきたオブジェクト指向によるソフトウェア

開発では、上流工程での成果物を UML (Unified 
Modeling Language)[4]で定義された数種類のダイアグ

ラムを用いて作成する。一方、対面会議は出張等に伴

うコストが発生する。このような問題を解決するため

に、同期型分散開発環境における共同モデリング支援

システムが提案されてきた。しかし、これらのシステ

ムは成果物作成支援に対して以下の問題点がある： 

2.システム 

分散環境下で行われる同期型共同モデリングは、各

開発者が非同期で作成したＵＭＬモデル図を結合する

ことが多い。Libra-on-Chat は非同期で作成された

UMLモデルを共有し、会話ウィンドウを同期のUML
モデルの特定モデル要素に関連付け、会話内容をUML
モデル要素に関連付けることを利用しながら、UML
モデルを作成するシステムである。図 1 はそのスクリ

ーンショットである。 
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図１ Libra-on-Chatのスクリーンショット 

(1) 会話と成果物作成ツールが連携していない[1] 
D-UML[3]はUMLを対象とした同期型モデリング支援

システムであるが、利用しているテキストコメントツ

ールは成果物作成ツールと密接に関連づけられておら

ず、コメントはUMLモデル要素と関連付けられてい

ない。CHIの分野において、コミュニケーションツー

ルを成果物の特定の部分に関連付けて、会話をリアル

タイムに行えるシステムが提案されている[1][5]。しか

し、これらのシステムは共有する成果物を同期で共同

編集できず、分散環境下において同期でUMLモデル

の作成を支援するのには適していない。 
(2) 共同モデリングの履歴を、モデル要素と会話内容

を関連付けて再現することができない[2] 
開発者は各自で作成したUMLモデル図を｢共有ビュ

ーア｣(図１a)を開くことにより、他の開発者と共有する

ことができる。「共同モデルエディタ」（図１ｂ）で開

発者が同期的に共同してモデル要素を追加、削除、編

集することができる。また、「共有ビューア」のモデル

要素を「共同モデルエディタ」に統合することができ

る。これらの機能に加えて、Libra-on-Chat は以下の

３つの特徴を持っている。 

設計作業において、振り返って見直したときに設計根

拠が必要になることがある。また、同期モデリング作

業に欠席者がいたり、レビューしたりする場合に、設

計根拠が必要になることもある。しかし、従来のシス

テムはこれらの設計根拠をＵＭＬモデルと関連付けて

管理していないため、このような要求に応えることは

困難である。 (1) UMLモデル要素と会話の関連付け(図1c)（本シス

テムでは「UMLチャット」と呼ぶ）  
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本ツールは、特定のモデル要素に対する議論を支援す

るものである。会話内容がアイコンとしてモデル要素

に付けられる。アイコンをダブルクリックすることに
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より会話内容とその時刻情報を閲覧することができる。

１つの UML モデル要素に複数の｢UML チャット｣を

時系列に保存することができ、モデル要素の設計根拠

として利用することができる。 
(2) 同期モデリング作業の全体像を把握するためのテ

キストチャット(図 1d)（本システムでは「チャッ

ト」と呼ぶ） 
このエリアで開発者が行った議論を「UMLチャット」

のように UML モデル要素に関連付けることが可能で

ある。 
(3) 会話内容の時系列表示(図１e)（本システムでは｢メ

ッセージエリア｣と呼ぶ） 
「メッセージエリア」は「共同モデルエディタ」のUML
モデル要素に関連づけられている。これにより、メッ

セージエリアのある見出しをクリックすることで、そ

のメッセージはどのモデル要素に関連づけられていて、

誰が、いつ、何を議論したのかを閲覧することができ

る。これにより、共同モデリングの過程を最初から再

現でき、設計根拠として利用することができる。 

3.評価実験 

本システムの有効性を検証するため、評価実験を行

った。以下、実験方法並びに結果について述べる。 

3.1 実験方法 

 4 名の被験者からなるグループを２つ構成した（内

訳は教員１名、大学院生５名、学部４年生２名）。各グ

ループは 3 名の開発者と 1 名のレビューアから成る。

各グループは本システムと、D-UML のようなコミュ

ニケーションツールとＵＭＬモデル図を統合していな

いシステム(D-UML は利用できないため、D-UML に

相当する機能を著者が実装したものである)を用いて

共同モデリング作成実験を行った。モデリング終了後、

レビューアがモデルをレビューした。また、全被験者

にアンケート調査を行った。 
3.2 実験結果 

 同期モデリング作業の会話内容を分析することによ

り、本システム利用による以下の利点が分かった。 
 あるモデル要素に対して、多重度、属性について質

問するときに、直接“この(1)って何？多重度？”、“こ

の ID はString でいいか？”のように聞いていた。

一方、比較対象のシステムを利用する場合は“ユー

ザクラスの属性にメールアドレスは必要だ”、”会員

クラスの性別の属性は int でいいか？”のように議論

していた。このことから、本システムを使うと余計

な入力を省くことができるのがわかった。そして、

アンケートから、本システムの利用により、モデル

要素１つ１つに対して議論ができて、議論が集中し

やすい、というコメントが得られた。 

 アンケート調査から、「クラスが多くなり、１つのク

ラスの変更によって、以前に決定したクラスも変更

しなければならない時、本システムを利用すると会

話内容をクラス図のモデル要素に関連付けているの

で、以前決定したクラスの設計根拠を直接参照でき

るため役に立った」というコメントがあった。それ

に対して、比較対象のシステムを利用する場合は、

当該の議論を探し出すために、議論を最初から読み

直さなければ分からない、というコメントを得た。 

 レビューアから、「本システムはUMLチャットによ

り局所的に見たいところを見ることができ、また、

メッセージエリアにより最初から順を追って議論を

追うこともできる」、という肯定的な意見を得た。 

4.おわりに 

本論文では、UMLダイアグラムを対象とした、同期型

分散共同モデリング支援システムについて述べた。比

較評価実験から、モデル要素と会話を関連付けること

により、余計な入力を省き、モデル要素に注目しやす

く、設計根拠が残るため、レビューや見返し時に、UML
モデルの設計方針、モデル要素の設計意図の把握が容

易であるという本システムの有効性が得られた。 
一方、今回は実験規模が小さく、１回の設計作業の

みであったため、開発者には、モデル要素に関連付け

る会話と UML 作成履歴があまり利用されなかった。

また、「他のメンバーは編集中なのか、コメントを考え

ているのか、コメントを打っているのかに関するアウ

ェアネス情報がほしい」、「チャット画面がいっぱいに

なる場合、今どこで話が進んでいるのが分かりにくい」

という問題点の指摘もあった。今後はこれら問題点を

改善し、さらに大規模な適用実験を行う予定である。 
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